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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線源と、
　前記放射線源から出射され、被検体を透過した放射線を検出し、放射線画像情報に変換
する放射線変換パネルとを有する放射線撮影装置において、
　少なくとも前記放射線変換パネルの位置から前記被検体の基準位置とされる位置までの
第１距離を入力する入力装置と、
　前記放射線源から前記放射線変換パネルまでの第２距離を計測する距離計測手段と、
　前記放射線源の設定情報と前記第２距離に基づいて前記放射線変換パネルの位置での照
射野を求める第１照射野算出手段と、
　前記放射線源の設定情報と前記第１距離と前記第２距離に基づいて前記被検体の基準位
置での仮想照射野を求める第２照射野算出手段と、
　前記放射線変換パネルからの放射線画像情報を、算出された前記照射野の情報と前記仮
想照射野の情報に基づいて等倍補正して等倍画像情報とする等倍補正手段とを有すること
を特徴とする放射線撮影装置。
【請求項２】
　請求項１記載の放射線撮影装置において、
　前記等倍補正手段からの前記等倍画像情報を出力する出力手段を有することを特徴とす
る放射線撮影装置。
【請求項３】
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　請求項１記載の放射線撮影装置において、
　前記等倍補正手段からの前記等倍画像情報に、等倍補正をしたことを示すメッセージ情
報、前記第１距離の情報、前記被検体の基準位置を示す情報の少なくとも１つ以上を編集
して編集済み画像情報とする編集手段と、
　前記編集手段からの前記編集済み画像情報を出力する出力手段とを有することを特徴と
する放射線撮影装置。
【請求項４】
　請求項１記載の放射線撮影装置において、
　前記入力装置は、
　前記放射線変換パネルと前記被検体とを撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段からの撮像情報に基づいて前記第１距離を演算する距離演算手段とを有す
ることを特徴とする放射線撮影装置。
【請求項５】
　請求項１記載の放射線撮影装置において、
　さらに、前記放射線変換パネルと前記被検体とを撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段からの撮像情報に、前記放射線変換パネルの位置から前記第１距離だけ離
れた前記被検体の基準位置とされる位置を示す指標情報を付加する指標付加手段と、
　前記等倍補正手段からの前記等倍画像情報に、等倍補正をしたことを示すメッセージ情
報、前記第１距離の情報、前記被検体の基準位置を示す情報の少なくとも１つ以上と、前
記指標情報が付加された前記撮像情報とを編集して編集済み画像情報とする編集手段と、
　前記編集手段からの前記編集済み画像情報を出力する出力手段とを有することを特徴と
する放射線撮影装置。
【請求項６】
　請求項１記載の放射線撮影装置において、
　前記放射線変換パネルは、カセッテのケーシング内に収容され、
　前記ケーシングの側面に前記放射線変換パネルの設置位置を示す指標が表示されている
ことを特徴とする放射線撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放射線源と、前記放射線源から出射され、被検体を透過した放射線を検出し
、放射線画像情報に変換する放射線変換パネルとを有する放射線撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放射線源から出射され、被検体を透過した放射線を検出し、放射線画像情報に変
換する放射線変換パネルとを有する放射線撮影装置として、例えば特許文献１～４に示す
放射線撮影装置が提案されている。
【０００３】
　特許文献１には、被検体の放射性物質分布画像を原寸大で被検体と同じ位置に表示する
ことができるようにした核医学画像診断装置が開示されている。この核医学画像診断装置
は、装置本体の裏面に設けられたコリメータから入射した放射線が半導体検出器により検
出され、その入射位置をプロセッサが計算して順次記憶し、装置本体の表面に設けられた
液晶ディスプレイパネルに表示する。
【０００４】
　特許文献２には、画像を実寸で出力することができるＸ線診断装置が開示されている。
このＸ線診断装置は、Ｘ線管と、天板と、イメージインテンシファイアと、イメージイン
テンシファイアからの光学像を撮像するＴＶカメラと、ＴＶカメラにより撮像された画像
を出力する出力装置とを有する。さらに、Ｘ線管からイメージインテンシファイアのＸ線
入射面までの距離（ＳＩＤ）を求めるＳＩＤ計測部と、被検体の中心からイメージインテ
ンシファイアのＸ線入射面までの距離（ＦＳＤ）を求めるＦＳＤ計測部とを有する。そし
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て、これらＳＩＤ及びＦＳＤの値に基づいて拡大率を求め、撮像画像を実寸で出力するよ
うにしている。特に、ＦＳＤ計測部は、天板の上下位置を検出するセンサとイメージイン
テンシファイアの上下位置を検出するセンサからの各検出値と被検体と天板との間の若干
の距離とに基づいてＦＳＤを推定するようにしている。
【０００５】
　特許文献３には、被検体と等倍の画像が得られる準平行Ｘ線の発生を容易に得られるよ
うにしたＸ線撮影装置が開示されている。このＸ線撮影装置は、Ｘ線を窓を透過して出力
させ、ダイヤフラムによりＸ線照射野を限定した後、平板ポリキャピラリーに入射させ、
平行Ｘ線を得る。平行Ｘ線は、被検体に照射され、イメージングプレートに撮影される。
平行Ｘ線による撮影により、被検体と等倍の画像が得られる。
【０００６】
　特許文献４には、Ｘ線検出器のＸ線Ｉ．Ｉ．の前面と・・・・・被検体の患部との距離
をＬＤに設定することが開示され、撮像面の位置から被検体の基準位置までの距離を入力
することが記載されている。また、検出器の前面と被検体の患部との距離を使って拡大率
を計算することから、等倍補正することについても記載されている。
【０００７】
【特許文献１】特開平９－３１１１８７号公報
【特許文献２】特開平７－２６５２８６号公報
【特許文献３】特開２００３－１５１７９５号公報
【特許文献４】特開２００５－１９２８５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１及び３記載の技術は、放射されたＸ線を平行Ｘ線に光学的に
変換するコリメータ手段を別途設ける必要から装置が大型化し、コストもアップする欠点
がある。
【０００９】
　特許文献２記載の技術は、天板を基準にＦＳＤを求めている。通常、天板は被検体を支
える必要から反りが生じる等、基準がずれるという問題がある。しかも、被検体の中心位
置と天板との距離として予め設定しておいた固定値を使用するようにしている。被検体の
体格によっては、被検体の中心位置と天板との距離が大きく変わる場合もある。このよう
なことから、引例２では、正確に実寸への変換ができないという問題がある。
【００１０】
　特許文献４記載の技術は、撮像面の位置から被検体の基準位置までの距離を任意に設定
できるが、一旦入手した放射線画像情報に基づいて、放射線変換パネルから任意の位置に
おける等倍画像情報を簡単に得るようにして、放射線撮影装置を使用した医療作業の短縮
化を有効に図ることについては考慮されていない。また、等倍補正された画像は、基準位
置に対応した部位は等倍補正されているが、その他の部位は誤差が実際とは異なったサイ
ズになっている。そこで、モニタに表示されている画像が、等倍補正された画像であるの
か、等倍補正されていない画像であるのかがわからないと、部位のサイズや位置を間違っ
て認識してしまうおそれがある。
【００１１】
　本発明はこのような課題を考慮してなされたものであり、一旦入手した放射線画像情報
に基づいて、放射線変換パネルから任意の位置における等倍画像情報を簡単に得るように
して、放射線撮影装置を使用した医療作業の短縮化を有効に図ることができる放射線撮影
装置を提供することを目的とする。
【００１２】
　また、本発明の他の目的は、例えばモニタに表示された画像が放射線変換パネルからの
画像であるのか、等倍補正された画像であるのかが一目で認識でき、部位のサイズや位置
を間違って認識することを回避することができる放射線撮影装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る放射線撮影装置は、放射線源と、前記放射線源から出射され、被検体を透
過した放射線を検出し、放射線画像情報に変換する放射線変換パネルとを有する放射線撮
影装置において、少なくとも前記放射線変換パネルの位置から前記被検体の基準位置とさ
れる位置までの第１距離を入力する入力装置と、前記放射線源から前記放射線変換パネル
までの第２距離を計測する距離計測手段と、前記放射線源の設定情報と前記第２距離に基
づいて前記放射線変換パネルの位置での照射野を求める第１照射野算出手段と、前記放射
線源の設定情報と前記第１距離と前記第２距離に基づいて前記被検体の基準位置での仮想
照射野を求める第２照射野算出手段と、前記放射線変換パネルからの放射線画像情報を、
算出された前記照射野の情報と前記仮想照射野の情報に基づいて等倍補正して等倍画像情
報とする等倍補正手段とを有することを特徴とする。
【００１４】
　これにより、一旦入手した放射線画像情報に基づいて、放射線変換パネルから任意の位
置における等倍画像情報を簡単に得るようにして、放射線撮影装置を使用した医療作業の
短縮化を有効に図ることができる。
【００１５】
　そして、本発明において、前記等倍補正手段からの前記等倍画像情報を出力する出力手
段を有するようにしてもよい。
【００１６】
　また、本発明において、前記等倍補正手段からの前記等倍画像情報に、等倍補正をした
ことを示すメッセージ情報、前記第１距離の情報、前記被検体の基準位置を示す情報の少
なくとも１つ以上を編集して編集済み画像情報とする編集手段と、前記編集手段からの前
記編集済み画像情報を出力する出力手段とを有するようにしてもよい。
【００１７】
　これにより、例えばモニタに表示された画像が放射線変換パネルからの画像であるのか
、等倍補正された画像であるのかが一目で認識でき、部位のサイズや位置を間違って認識
することを回避することができる。
【００１８】
　また、本発明において、前記入力装置は、前記放射線変換パネルと前記被検体とを撮像
する撮像手段と、前記撮像手段からの撮像情報に基づいて前記第１距離を演算する距離演
算手段とを有するようにしてもよい。
【００１９】
　また、本発明において、さらに、前記放射線変換パネルと前記被検体とを撮像する撮像
手段と、前記撮像手段からの撮像情報に、前記放射線変換パネルの位置から前記第１距離
だけ離れた前記被検体の基準位置とされる位置を示す指標情報を付加する指標付加手段と
、前記等倍補正手段からの前記等倍画像情報に、等倍補正をしたことを示すメッセージ情
報、前記第１距離の情報、前記被検体の基準位置を示す情報の少なくとも１つ以上と、前
記指標情報が付加された前記撮像情報とを編集して編集済み画像情報とする編集手段と、
前記編集手段からの前記編集済み画像情報を出力する出力手段とを有するようにしてもよ
い。
【００２０】
　また、本発明において、前記放射線変換パネルは、カセッテのケーシング内に収容され
、前記ケーシングの側面に前記放射線変換パネルの設置位置を示す指標が表示されていて
もよい。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように、本発明に係る放射線撮影装置によれば、一旦入手した放射線画像
情報に基づいて、放射線変換パネルから任意の位置における等倍画像情報を簡単に得るよ
うにして、放射線撮影装置を使用した医療作業の短縮化を有効に図ることができる。



(5) JP 4866325 B2 2012.2.1

10

20

30

40

50

【００２２】
　また、例えばモニタに表示された画像が放射線変換パネルからの画像であるのか、等倍
補正された画像であるのかが一目で認識でき、部位のサイズや位置を間違って認識するこ
とを回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明に係る放射線撮影装置の実施の形態例を図１～図１０を参照しながら説明
する。
【００２４】
　先ず、第１の実施の形態に係る放射線撮影装置（以下、第１放射線撮影装置１０Ａと記
す）は、図１に示すように、放射線源１２と、該放射線源１２から出射され、被検体１４
を透過した放射線を検出し、放射線画像情報に変換する放射線変換パネル１６と、各種パ
ラメータが登録されるデータメモリ１８と、放射線画像情報が格納される画像メモリ２０
と、各種手段を制御するコンピュータ２２とを有する。
【００２５】
　放射線変換パネル１６は、カセッテ２４のケーシング内に収容されている。ケーシング
の側面には放射線変換パネル１６の設置位置を示す指標２６が表示されている。従って、
カセッテ２４を第１放射線撮影装置１０Ａにセットしたとき、ケーシングの側面に表示さ
れている指標２６によって、容易に放射線変換パネル１６の位置を認識することができる
。
【００２６】
　放射線変換パネル１６は、図２に示すように、放射線を感知して電荷を発生させるアモ
ルファスセレン（ａ－Ｓｅ）等の物質からなる光電変換層５１を行列状の薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）５２のアレイの上に配置した
構造を有し、発生した電荷を蓄積容量５３に蓄積した後、各行毎にＴＦＴ５２を順次オン
にして、電荷を画像信号として読み出す。図２では、光電変換層５１及び蓄積容量５３か
らなる１つの画素５０と１つのＴＦＴ５２との接続関係のみを示し、その他の画素５０の
構成については省略している。なお、アモルファスセレンは、高温になると構造が変化し
て機能が低下してしまうため、所定の温度範囲内で使用する必要がある。従って、カセッ
テ２４内に放射線変換パネル１６を冷却する手段を配設することが好ましい。
【００２７】
　各画素５０に接続されるＴＦＴ５２には、行方向と平行に延びるゲート線５４と、列方
向と平行に延びる信号線５６とが接続される。各ゲート線５４は、ライン走査駆動部５８
に接続され、各信号線５６は、読取回路を構成するマルチプレクサ６６に接続される。
【００２８】
　ゲート線５４には、行方向に配列されたＴＦＴ５２をオンオフ制御する制御信号Ｖｏｎ
、Ｖｏｆｆがライン走査駆動部５８から供給される。この場合、ライン走査駆動部５８は
、ゲート線５４を切り替える複数の第１スイッチＳＷ１と、第１スイッチＳＷ１の１つを
選択する選択信号を出力する行アドレスデコーダ６０とを備える。行アドレスデコーダ６
０には、カセッテ制御部４６からアドレス信号が供給される。
【００２９】
　また、信号線５６には、列方向に配列されたＴＦＴ５２を介して各画素５０の蓄積容量
５３に保持されている電荷が流出する。この電荷は、増幅器６２によって増幅される。増
幅器６２には、サンプルホールド回路６４を介してマルチプレクサ６６が接続される。マ
ルチプレクサ６６は、信号線５６を切り替える複数の第２スイッチＳＷ２と、第２スイッ
チＳＷ２の１つを選択する選択信号を出力する列アドレスデコーダ６８とを備える。列ア
ドレスデコーダ６８には、カセッテ制御部４６からアドレス信号が供給される。マルチプ
レクサ６６には、Ａ／Ｄ変換器７０が接続され、Ａ／Ｄ変換器７０によってデジタル信号
に変換された放射線画像情報がカセッテ制御部４６を介して出力され、コンピュータ２２
を介して画像メモリ２０に記憶されることになる。
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【００３０】
　そして、この第１放射線撮影装置１０Ａは、図３に示すように、放射線変換パネル１６
からの放射線画像情報を画像メモリ２０の第１記憶領域１００に格納するデータ格納手段
１０２と、少なくとも放射線変換パネル１６の位置から被検体１４の基準位置とされる位
置までの第１距離を入力する入力装置１０４と、放射線源１２から放射線変換パネル１６
までの第２距離を計測する距離計測手段１０６と、放射線源１２の設定情報と第２距離に
基づいて放射線変換パネル１６の位置での照射野を求める第１照射野算出手段１０８と、
放射線源１２の設定情報と第１距離及び第２距離に基づいて被検体１４の基準位置での仮
想照射野を求める第２照射野算出手段１１０と、放射線変換パネル１６からの放射線画像
情報を、算出された照射野の情報と仮想照射野の情報に基づいて等倍補正して等倍画像情
報とし、該等倍画像情報を画像メモリの第２記憶領域１１２に格納する等倍補正手段１１
４と、画像メモリ２０の第１記憶領域１００から放射線画像情報を読み出してプリンタ１
１６やモニタ１１８に出力する第１出力手段１２０と、画像メモリ２０の第２記憶領域１
１２から等倍画像情報を読み出してプリンタ１１６やモニタ１１８に出力する第２出力手
段１２２とを有する。
【００３１】
　入力装置１０４を介して入力される第１距離は任意の値でよいが、好ましくは第１放射
線撮影装置１０Ａにセットされるカセッテ２４の放射線変換パネル１６の位置から被検体
１４の側面の任意の位置までの距離が選ばれる。被検体１４の側面のうち、この第１距離
で示される位置が基準位置とされる。
【００３２】
　もちろん、経験的に人間の肩の骨に相当する部分を基準位置にする場合があり、この場
合は、放射線変換パネル１６の位置から被検体１４の肩の骨に相当する部分までの距離を
実測し、この実測値を第１距離として入力装置１０４を介して入力するようにしてもよい
。
【００３３】
　第１放射線撮影装置１０Ａの操作卓には、図３に示すように、ディフォルト値設定スイ
ッチ１２４と、第１距離の変更や補正を要求するための補正要求スイッチ１２６と、等倍
補正を実行するための補正実行スイッチ１２８とが配列されている。
【００３４】
　また、第１放射線撮影装置１０Ａは、ディフォルト値設定スイッチ１２４や補正要求ス
イッチ１２６の操作に基づいてモニタ１１８に設定画面を表示する設定画面表示手段１３
０と、ディフォルト値設定スイッチ１２４や補正要求スイッチ１２６の操作に基づいて入
力装置１０４からの第１距離をデータメモリ１８の該当する記憶領域に格納する第１距離
格納手段１３２とを有する。
【００３５】
　なお、第１放射線撮影装置１０Ａの構成としては、被検体１４が立った状態で撮影する
第１方式と、被検体１４が横になった状態で撮影する第２方式等がある。第１方式では、
図１に示すように、立脚された撮影台１４０にカセッテ２４がその撮像面（放射線変換パ
ネル１６の撮像面）を垂直にした状態で取り付けられることになる。そして、撮影台１４
０に取り付けられたカセッテ２４の撮像面に対向して被検体１４が立ち、さらに、被検体
１４に対向して放射線源１２が設置されることになる。この場合、放射線源１２及び撮影
台１４０は、それぞれ既知の移動機構１４２及び１４４によって互いに接近、離間する方
向（左右方向）に移動可能になっている。第２方式では、図４に示すように、天板１４６
上に被検体１４が横になり、天板１４６の下方に設置された撮影台１４０にカセッテ２４
がセットされることになる。そして、カセッテ２４の撮像面に対向して天板１４６が位置
され、さらに天板１４６に対向して放射線源１２が設置されることになる。この場合も、
放射線源１２及び撮影台１４０は、それぞれ既知の移動機構１４２及び１４４によってカ
セッテ２４の撮像面に対して接近、離間する方向（上下方向）に移動可能になっている。
【００３６】
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　距離計測手段１０６は、例えば放射線源１２の移動量を計測する例えばロータリーエン
コーダ等の第１位置センサ１５０と、撮影台１４０の移動量を計測する例えばロータリー
エンコーダ等の第２位置センサ１５２とを有し、第１位置センサ１５０及び第２位置セン
サ１５２からの各検出値に基づいて放射線源１２から放射線変換パネル１６までの第２距
離を計測する。
【００３７】
　第１照射野算出手段１０８は、データメモリ１８に登録された放射線源１２に関する設
定情報のうち、例えば線源の種類や絞りに関する設定情報と、距離計測手段１０６からの
第２距離に基づいて放射線変換パネル１６の位置での照射野を算出する。算出される照射
野は、照射野の形状によって異なる。照射野の形状が円形であれば、直径が求まり、照射
野の形状が楕円であれば、長軸及び短軸が求まり、照射野の形状が三角形や矩形状を含む
多角形であれば面積が求まる。
【００３８】
　ここでは、説明を簡単にするために、照射野の形状が円形である場合を想定して説明す
る。
【００３９】
　従って、第１照射野算出手段１０８では、線源の種類や絞りに関する設定情報と、距離
計測手段１０６からの第２距離に基づいて放射線変換パネル１６の位置での照射野の直径
（第１直径）が算出されることになる。また、第２照射野算出手段１１０では、線源の種
類や絞りに関する設定情報と、距離計測手段１０６からの第２距離と、入力装置１０４か
らの第１距離に基づいて被検体１４の基準位置での仮想照射野の直径（第２直径）が算出
されることになる。
【００４０】
　等倍補正手段１１４は、第１照射野算出手段１０８からの照射野（第１直径）と第２照
射野算出手段１１０からの仮想照射野（第２直径）とに基づいて、放射線変換パネル１６
からの放射線画像情報の縮小率を算出する。縮小率は以下の関係式によって求めることが
できる。
　　　縮小率＝第２直径／第１直径
【００４１】
　この縮小率を放射線画像情報の縦方向と横方向にそれぞれ乗算することで等倍画像情報
が得られる。
【００４２】
　被検体１４の基準位置における等倍画像情報は第２出力手段１２２によってプリンタ１
１６に出力され、あるいはモニタ１１８に表示されることになる。
【００４３】
　次に、第１放射線撮影装置１０Ａの動作について説明する。
【００４４】
　先ず、撮影台１４０にカセッテ２４をセットし、該カセッテ２４の撮像面に対向して被
検体１４を位置させ、さらに、被検体１４に対向して放射線源１２を設置する。
【００４５】
　医師又は担当の放射線技師は、放射線源１２の種類や絞り等を入力装置１０４によって
コンピュータ２２に入力して、データメモリ１８に登録し、ディフォルト値設定スイッチ
１２４を操作してモニタ１１８上に設定画面を表示させる。その後、例えばカセッテ２４
におけるケーシングの側面に表示されている指標２６から被検体１４の基準位置、例えば
被検体１４の肩の骨に相当する部分までの第１距離を実測し、その第１距離を入力装置１
０４によって入力する。この第１距離の情報は第１距離格納手段１３２によってディフォ
ルト値としてデータメモリ１８に格納される。
【００４６】
　その後、医師又は担当の放射線技師は、照射スイッチを操作して、被検体１４の放射線
撮影を行う。この撮影によって、被検体１４を透過した放射線が放射線変換パネル１６に
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よって放射線画像情報に変換されて、コンピュータ２２に読み込まれ、画像メモリ２０の
第１記憶領域１００に格納される。このとき、距離計測手段１０６は、放射線源１２から
放射線変換パネル１６までの第２距離を計測し、第１照射野算出手段１０８は、放射線源
１２の設定情報と第２距離に基づいて放射線変換パネル１６の位置での照射野（第１直径
）を求める。
【００４７】
　通常は、画像メモリ２０の第１記憶領域１００から読み込まれた放射線画像情報を第１
出力手段１２０によってプリンタ１１６に出力したり、モニタ１１８に表示させるように
している。
【００４８】
　そして、本実施の形態では、補正実行スイッチ１２８を操作することで、第２照射野算
出手段１１０がデータメモリ１８に格納されている第１距離を読み出し、放射線源１２の
設定情報と第２距離と第１距離に基づいて被検体１４の基準位置での仮想照射野を求める
。等倍補正手段１１４は、画像メモリ２０から放射線画像情報を読み出すと共に、該放射
線画像情報を、算出された照射野の情報と仮想照射野の情報に基づいて等倍補正して等倍
画像情報とする。この等倍画像情報は、画像メモリ２０の第２記憶領域１１２に格納され
る。
【００４９】
　画像メモリ２０の第２記憶領域１１２に格納された等倍画像情報は、第２出力手段１２
２によって、プリンタ１１６に出力、あるいはモニタ１１８に表示されることになる。
【００５０】
　ここまでの操作によって、撮影の前段階で入力した第１距離（例えば被検体１４の肩の
骨に相当する位置を基準位置としたときの第１距離）に基づく等倍画像情報が得られるこ
とになる。
【００５１】
　上述の等倍画像情報は、あくまでも入力装置１０４を介して入力した第１距離に対応す
る位置（例えば被検体の肩の骨に相当する位置）を基準とした等倍画像であり、被検体１
４のうち、基準位置よりもカセッテ２４寄りの部位の画像は実際のものよりも小さく写り
、基準位置よりも放射線源１２寄りの部位の画像は実際のものよりも小さく写ることにな
る。これらの部位の基準位置からの相対的な位置は、人によってほとんど変わることがな
い。
【００５２】
　そこで、この第１放射線撮影装置１０Ａでは、これらの部位の等倍画像を得るために、
補正要求スイッチ１２６を操作して、第１距離を変更する。２回目以降の補正要求におい
ては、モニタ１１８上に表示される第１距離の設定画面に、上述した部位に対応した第１
距離を入力し、補正実行スイッチ１２８を操作する。これによって、プリンタ１１６やモ
ニタ１１８からはこれらの部位の等倍画像情報が出力、表示されることになる。すなわち
、基準位置以外の部位の等倍画像を簡単に得ることができ、医療作業時の各部位の確認を
迅速に行うことができる。
【００５３】
　このように、第１放射線撮影装置１０Ａにおいては、一旦入手した放射線画像情報に基
づいて、放射線変換パネル１６から任意の位置における等倍画像情報を簡単に得ることが
できるため、放射線撮影装置を使用した医療作業の短縮化を有効に図ることができる。
【００５４】
　上述したように、等倍補正された画像は、基準位置に対応した部位は等倍補正されてい
るが、その他の部位は誤差が実際とは異なったサイズになっている。そこで、モニタ１１
８に表示されている画像が、等倍補正された画像であるのか、等倍補正されていない画像
であるのかがわからないと、部位のサイズや位置を間違って認識してしまうおそれがある
。
【００５５】
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　そこで、第２の実施の形態に係る放射線撮影装置（以下、第２放射線撮影装置１０Ｂと
記す）は、放射線画像情報をモニタ１１８に表示する際に、画像の余白等に等倍補正の有
無を示すメッセージを表示すると共に、等倍補正を行った場合は第１距離の値と被検体１
４の基準位置に対応した部位情報（例えば「肩の骨」等の部位の名称等）を表示する。
【００５６】
　そのため、第２放射線撮影装置１０Ｂは、図５に特徴部分のみを示すように、編集手段
１５４を有する。この編集手段１５４は、画像メモリ２０の第１記憶領域１００から読み
出された放射線画像情報に、等倍補正ではない旨のメッセージ情報を付加する。該メッセ
ージ情報を付加された放射線画像情報は、第１出力手段１２０によってプリンタ１１６や
モニタ１１８に出力されることになる。従って、図６Ａに示すように、例えばモニタ１１
８上に表示される放射線画像１５６のうち、余白の部分１５８に、等倍補正ではない旨の
メッセージ１６０が表示されることになる。
【００５７】
　また、編集手段１５４は、画像メモリ２０の第２記憶領域１１２から読み出された等倍
画像情報に、等倍補正である旨のメッセージ情報、等倍補正の基準となった第１距離、被
検体１４の基準位置（第１距離で決定される基準位置）に対応した部位情報の少なくとも
１つ以上を付加する。第１距離はデータメモリ１８から読み出されて付加されることにな
る。部位情報については、予め第１距離に関する情報と部位名称との関係を示す情報テー
ブル１６２（図５参照）を作成しておく。ここで、第１距離に関する情報とは、第１距離
のディフォルト値（肩の骨の位置までの距離）や、ディフォルト値からその後に任意に入
力された第１距離との相対距離を示す。ディフォルト値に対しては「肩の骨」という名称
が割り当てられることになる。そして、編集手段１５４は、読み出した第１距離がディフ
ォルト値であれば、それに応じた部位情報を情報テーブル１６２から読み出して等倍画像
情報に付加する。
【００５８】
　編集手段１５４によって編集された等倍画像情報は、第２出力手段１２２によってプリ
ンタ１１６やモニタ１１８に出力されることになる。従って、図６Ｂに示すように、モニ
タ１１８上に表示される放射線画像１５６のうち、余白の部分１５８に、等倍補正である
旨のメッセージ１６４、第１距離の値１６６及び部位名称１６８が表示されることになる
。もちろん、等倍補正である旨のメッセージ１６４、第１距離の値１６６及び部位名称１
６８のいずれか１つ以上が表示されるようにしてもよい。
【００５９】
　これによって、例えばモニタ１１８に表示された画像が放射線変換パネル１６からの画
像であるのか、等倍補正された画像であるのかが一目で認識でき、しかも、等倍補正され
た画像であれば、どの部位を基準とした等倍画像であるかも一目で認識でき、部位のサイ
ズや位置を間違って認識してしまうおそれを回避することができる。
【００６０】
　次に、第３の実施の形態に係る放射線撮影装置（以下、第３放射線撮影装置１０Ｃと記
す）について図７を参照しながら説明する。
【００６１】
　この第３放射線撮影装置１０Ｃは、図７に特徴部分のみを示すように、カセッテ２４と
被検体１４とを同時に撮像して画像メモリ２０の第３記憶領域１７０に記憶する撮像手段
１７２と、画像メモリ２０の第３記憶領域１７０から撮像情報を読み出してモニタ１１８
に表示する第３出力手段１７４と、撮像手段１７２からの撮像情報に基づいて第１距離を
演算する第１距離演算手段１７６とを有する。撮像手段１７２としては、デジタルカメラ
が好ましく採用される。
【００６２】
　撮像手段１７２の設置箇所としては、カセッテ２４の側面（指標２６が表示された側面
）と被検体１４の側面が同時に撮像できる位置が好ましい。
【００６３】
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　そして、放射線撮影に先立って、カセッテ２４と被検体１４を同時に撮像してその撮像
情報をモニタ１１８に写し出し、マウス等の座標入力装置１７８を使って、カセッテ２４
の側面に表示された指標２６の画像と被検体１４の例えば肩の骨に対応した部分の画像と
を指し示す。第１距離演算手段１７６は、入力された座標データと撮像情報の拡大率（縮
小率）等に基づいて実際の第１距離（カセッテ２４の側面に表示された指標２６から被検
体１４の例えば肩の骨に対応した部分までの距離）を演算する。演算にて得られた第１距
離はディフォルト値としてデータメモリ１８に記憶される。
【００６４】
　そのほかの動作は、上述した第１放射線撮影装置１０Ａと同じであるため、その重複説
明を省略する。
【００６５】
　この第３放射線撮影装置１０Ｃにおいては、第１距離をものさし等を使って実測する必
要がなく、デジタルカメラ等の撮像手段１７２を用いて簡単に第１距離を入力することが
できるため、作業時間の短縮につながる。
【００６６】
　次に、第４の実施の形態に係る放射線撮影装置（以下、第４放射線撮影装置１０Ｄと記
す）について図８を参照しながら説明する。
【００６７】
　この第４放射線撮影装置１０Ｄは、図８に示すように、様々な部位を基準とした等倍補
正画像を得る場合に、撮像手段１７２で撮像した画像を利用するように構成されている。
【００６８】
　すなわち、操作卓に配置された補正要求スイッチ１２６を操作することによって、画像
メモリ２０の第３記憶領域１７０に記憶されていた撮像情報がモニタ１１８に表示され、
マウス等の座標入力装置１７８を使って、カセッテ２４の側面に表示された指標２６の画
像と被検体１４の任意の部位の画像を指し示すことで、第１距離が演算されてデータメモ
リ１８に格納されるというものである。
【００６９】
　そのため、第４放射線撮影装置１０Ｄは、操作卓に配置された補正要求スイッチ１２６
への操作に基づいて、画像メモリ２０の第３記憶領域１７０に記憶された撮像情報を読み
出して、モニタ１１８に表示させる第４出力手段１８０と、マウス等の座標入力装置１７
８からの指定された座標データを読み取って第１距離を演算してデータメモリ１８に記憶
する距離演算手段１８２とを有する。
【００７０】
　そして、マウス等の座標入力装置１７８を使って第１距離が自動的に入力された後に、
補正実行スイッチ１２８を操作することによって、上述した第１放射線撮影装置１０Ａと
同様に、プリンタ１１６やモニタ１１８からは入力された第１距離に応じた部位の等倍画
像情報が出力、表示されることになる。
【００７１】
　この第４放射線撮影装置１０Ｄにおいては、放射線撮影後に、撮像手段１７２にて撮像
しておいた撮像情報を使って任意に第１距離をＧＵＩ（グラフィック・ユーザ・インター
フェース）にて自動的に入力することができるため、様々な部位での等倍補正画像の確認
作業が簡単になり、時間の節約を図ることができる。
【００７２】
　次に、第５の実施の形態に係る放射線撮影装置（以下、第５放射線撮影装置１０Ｅと記
す）について図９を参照しながら説明する。
【００７３】
　この第５放射線撮影装置１０Ｅは、図９に示すように、第２放射線撮影装置１０Ｂとほ
ぼ同様の構成を有するが、第２編集手段１８４を有する点で異なる。
【００７４】
　第２編集手段１８４は、画像メモリ２０の第３記憶領域１７０に記憶されている撮像情
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報を読み出し、その撮像情報のうち、マウス等の座標入力装置１７８にて指し示した部位
の画像に対応する位置に指標１８６（図１０参照）を描画し、該指標１８６が描画された
撮像情報を縮小して等倍画像情報に付加する。
【００７５】
　つまり、図１０に示すように、等倍補正された放射線画像１５６には、編集手段１５４
を介して等倍補正である旨のメッセージ１６４と、第１距離の値１６６と、第１距離に対
応した部位名称１６８とが付加され、さらに、第２編集手段１８４を介して指標１８６が
描画された撮像情報の縮小画像１８８が付加されることになる。もちろん、等倍補正であ
る旨のメッセージ１６４、第１距離の値１６６及び部位名称１６８の少なくとも１つ以上
と、指標１８６が描画された撮像情報の縮小画像１８８とが表示されるようにしてもよい
。
【００７６】
　この第５放射線撮影装置１０Ｅにおいては、例えばモニタ１１８に表示された画像が放
射線変換パネル１６からの画像であるのか、等倍補正された画像であるのかが一目で認識
でき、しかも、等倍補正された画像であれば、どの部位を基準とした等倍画像であるかも
撮像画像によって一目で認識でき、部位のサイズや位置を間違って認識してしまうおそれ
を回避することができる。
【００７７】
　なお、本発明に係る放射線撮影装置は、上述の実施の形態に限らず、本発明の要旨を逸
脱することなく、種々の構成を採り得ることはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】第１放射線撮影装置の一例を概略的に示す構成図である。
【図２】放射線変換パネルの一構成例を示す回路図である。
【図３】第１放射線撮影装置の制御系を示す機能ブロック図である。
【図４】第１放射線撮影装置の他の例を概略的に示す構成図である。
【図５】第２放射線撮影装置の特徴部分の構成を示す機能ブロック図である。
【図６】図６Ａは放射線画像のうち、余白の部分に、等倍補正ではない旨のメッセージを
表示した状態を示す説明図であり、図６Ｂは放射線画像のうち、余白の部分に、等倍補正
である旨のメッセージ、第１距離の値及び部位名称を表示させた状態を示す説明図である
。
【図７】第３放射線撮影装置の制御系を示す機能ブロック図である。
【図８】第４放射線撮影装置の制御系を示す機能ブロック図である。
【図９】第５放射線撮影装置の特徴部分の構成を示す機能ブロック図である。
【図１０】放射線画像に、指標が描画された撮像情報の縮小画像を付加して表示した状態
を示す説明図である。
【符号の説明】
【００７９】
１０Ａ～１０Ｅ…放射線撮影装置　　　　　１２…放射線源
１４…被検体　　　　　　　　　　　　　　１６…放射線変換パネル
１８…データメモリ　　　　　　　　　　　２０…画像メモリ
２２…コンピュータ　　　　　　　　　　　２４…カセッテ
１０４…入力装置　　　　　　　　　　　　１０６…距離計測手段
１０８…第１照射野算出手段　　　　　　　１１０…第２照射野算出手段
１１４…等倍補正手段　　　　　　　　　　１５４…編集手段
１７２…撮像手段　　　　　　　　　　　　１７６…第１距離演算手段
１８２…距離演算手段　　　　　　　　　　１８４…第２編集手段
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